

















































































A  S t u d y  o n  t h e  R e s e a r c h 















































①デザイナーの思考プロセスの体系化（John, C, J. 1970）
②問題解決に向けたデザインの応用（Rittel, H. et al 1973）
③人文科学的な手法の導入（Suchman, L. 1987）













































































































IDEO が公開している “IDEO Method Cards: 51 Ways to 
Inspire Design”（IDEO 2003）をはじめ、d.school による
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２  ISO9241-210:2010“Ergonomics of Human-System 
Interaction-Part 210:  Human-Centred Design for 
Interactive Systems”
３  デザインプロセスのフィールド調査の手法やツールと
しては IDEO によるIDEO Method Cards: 51 Ways to 
Inspire Design（IDEO 2003） や The Field Guide to 
Human-Centered Design（http://www.designkit.org/
resources/1）、スタンフォード大学の d.school が公開して



















る HCD プロセス活用の可能性 - 兵庫県篠山市における
神戸大学と地域による連携商品の開発プロセスを事例
に」を参照のこと。
６  日経 BP 社編『デザイン・リサーチ・メソッド 10』日
経 BP 社，2015 を参照のこと。






９  美術教育研究においても ABR を標榜する研究が増加し
ている。この点については小松 2018a 参照。




11  この点については小松 2018b, 特に第３章参照。
